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1 は じ め に:  以 前 か ら各 ■ の ■ 害 対 策 や 水 資 ヨ と し て の 積 8口 査 が 行 わ れ て き た
が、 近 年 は、 さ ら に 山 ■ リ ゾ ー トロ 発 の た め の ■ ,コ 査 も 二 ん に な つ て き た。 し か し

無 人 で 長 期 rt、  手 軽 に 籠 雪 深 を
“

饉 で き る 瀾 最 は 少 な い. ■ 1に 従 来 実 用 化 さ れ た 菫

雪 深 測 定 装 置 と そ れ ら の 特 徴 を 示 し た。 光 フ ァ イ バ ー 式 以 外 は 商 用 電 置 を Z・ 要 と し、
か つ 高 価 で 大 型 な た め、 無 人 の 山 中 に 設 置 す る に は 彙 が あ る。 光 フ ァ イ バ ー 式 は 長 期

無 人 観 測 の た め に 開 発 さ れ た も の で (油 川 英 鴫 氏 )、  現 在 も 多 数 使 用 さ れ て い る。 し
か し、 感 光 紙 上 の 軌 路 を 人 間 が 腋 み 取 る 作 業 が 大 変 で あ る こ と、 思 天 候 の 時 に は 軌 臓

が 不 鮮 Illlで あ る 等 の ■ が あ る。

2 新 型 積 雪 濠 計 : 積 雪 潔 計 の

試 作 に あ た り、 つ ぎ の 点 を

考 慮 し た.

1 黒 人 化、 小 型、 安 籠 で

か つ 設 置 が 溶 島 な こ と。

2 南 用 電 灘 不 要 で 乾 電 池

の み で 十 年 は 作 働 す る こ と.

3 3a録 デ ー タ は コ ン ピ ュ ー

タ で 処 理 で き る こ と。

4 低 凛 や 吹 雪 等 の 雇 環 境 下

で も 故 障 が な く計 瀾 途 中 の

保 守 点 検 が 不 要 な こ と。
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表 1 実 用 化 さ れ て い る 績 雪 深 計 ― 菫

II程 度 で よ い。

し た 瀾 ■ の 凛 理 を 図 1～ 3に 示 し た。

5 高 精 度 は 必 要 な く、 分 解 能 は 級 C

3っ の グ ル ー プ が そ れ ぞ れ 独 立 に 試 作
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3: 計 瀾 結 果 と 同 題 点
メ カ ニ カ ル 式: 1988年 12月 か ら

1981年 3月 ま で 北 大 低 菫 研 構 内 に

通 常 の コ 尺 と試 作 ■ を 設 置 し た。

雪 尺 は 毎 日 午 前 9時 に 臓 み 取 り を

行 っ た。 国 4に ■ 者 の 比 較 を 示 し

た。 鑽 雪 深 計 の 毎 時 記 録 を 12時 間

の 移 動 平 均 し た も の で あ る。 1月

末 の 大 き な 具 常 は ビ ア ノ 線 へ の ■

雪 に よ る も の で あ り、 縦 綬 畑 間 が

短 い の で そ の 判 断 は つ く。 議 書 類
に 柱 〈ボ ー ル )周 囲 に 融 雷 穴 が 形

成 さ れ た が、 ビ ア ノ 麟 先 嗜 ま で 穴
は 拡 大 せ ず、 ほ ぼ 正 し い 値 を 示 し た。
ビ ア ノ 線 の 長 さ、 太 き、 さ ら に マ

イ ク ロ ス イ ッ チ の ば れ の 強 さ に 選

IRの 余 地 が あ る こ とが わ か っ た。

光 フ ァ イ バ ー 式: こ れ は 従 来 使

わ れ て い た 光 フ ァ ィ バ ー 式 (通 称

清 川 式: 製 作 者 )の 記 録 部 の み を

改 良 型 し た も の で あ る。 1900年 2

月 14日 か ら 1週 間、 北 海 道 工 秦 大

学 構 内 に 設 置 し た. 如 ||が 短 か っ
た こ と、 新 た な 降 雪 が な っ か た こ

と、 さ ら に 4 alの 長 さ の 計 器 に た
い し、 ■ ● 深 が 饉 靖 に 少 な か っ た
こ と 等 の た め、 十 分 な 結 果 が 得 ら
れ な か っ た。 図 5に 結 果 を 示 し た
が、 斜 饉 部 は 日 中 光 が 当 た っ た 部
分 で あ り、 し た が っ て、 14線 部 下

端 の 太 い 点 饉 で 示 し た 位 置 が ■ ,
深 と な る。 ま た、 斜 線 部 の 面 積 か
ら そ の 日 の 天 候 (日 臓 時 ||)が、

あ る 程 度 網 断 で き る. こ の 瀾 器 で
は 光 フ ァ ィ バ ー の サ イ ズ、 フ ォ ト
セ ル と の 組 合 せ、 さ ら に 構 適 を 単

純 化 す る 等 の 間 題 点 が 挙 げ ら れ る。

雪 尺 本 体 が フ レキ ン プ ル な た め、

長 尺 が 可 能 と い う 利 点 が あ り、 さ

図 4 メ カ ニ カ ル 式 の 計 瀾 結 果
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斜線誨が光の当たった籠田 (雪 面より上).

したっかってその下嗜″雪の深さ (大 点線 )

図 5 光 フ ァ ィ バ ー 式 の 計 漏 例

1988年 3月  羊ガ丘
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(低 担研 )
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図 0 光 セ ンサ ー 式 の 計 瀾 例
ら に 改 良 さ れ る と 実 用 化 が 期 待 で き る。
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光 セ ン サ ー 式: 最 も 車 薇 な 機 迫 で あ り、 し た が つ て 安 ■ に 大 ■ 生 産 が 可 能 な 瀾 毒

で あ る。 図 6に 1988年 3月、 札 颯 郊 外 の 羊 が 丘 (牧 草 畑 内 )で 瀾 定 し た 結 果 を 示 し た く

午 前 8時 30分 か ら 9時 30分 の 間 の 5分 毎 の 臓 み 取 り 値 を 平 均 し た も の )。  こ こ で

は ■ 雪 深 の 測 定 が な さ れ な か つ た の で、 北 大 低 ユ 研 構 内 で の 機 を 示 し た く点 ● )。  両

者 の 変 化 は ほ ぼ 口 じ 傾 向 を 示 し て い る こ と か ら、 本
“

作 ヨ は 最 初 に 41げ た 目 的 で は 実

用 可 能 と 剌 麟 さ ttる。 し か し 1、  2月 の 菫 冬 鶴、 降 雪 や 迪 吹
=、
 さ ら に 融 ヨ 穴 の 影 ●

等 に つ い て、 ■ の 積
'深
と の 比 較 検 討 が 必 要 で あ る。

上 に 述 べ た 3● 類 の 試 作 ■ の 特 徴 や 欠 点 を ま と め 表 2に 示 し た。 ま だ 1冬 の み の テ

ス トで あ る が、 そ れ ぞ れ 闘 題 点 が 螢 理 で き た の で、 さ ら に 改 良 を 加 え れ ば 近 い ,栞、

実 用 化 が 可 能 と 考 え ら れ る.

A: メ カ ニ カ ル 式

(■ 大 彗 ヨ ロ )

B: 光 フ ァ イ バ ー 式

(コ ン ド ウ  シ グ マ )

C: 光 セ ン サ ー 式

(コ ー ナ シ ス テ ム )

分 解 能 5cI● 5cm以 下

方   式 薇
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ル
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萬分解鶴
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夜 口 不 可  颯 作 燿 菫

腱 ● 大 の 影 ■ あ り

薔 口 不 ●J

腱 ● 穴 の レ ロ あ り

表 2 3■ 鎮 の ■ ● 深 計 の 特 嶽 比 較
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